
例えば誰かと会うとき、あなたの目の前にいるその人は、
“今の”その人ではない。その人のこれまでの人生の蓄積
を、あなたは見ているのだ。その人が何を考え、感じ、ど
う行動してきたか。その蓄積が、あなたの目の前にいるそ
の人なのだ。

同じことがあなたにも言える。

今ここにいるあなたは今のあなたではない。あなたの今ま
での考え方、感じ方、振舞い方の蓄積――つまり、過去の
あなたなのだ。

あなたの自信はぺしゃんこに潰されてしまった。人から見
ればたぶん些細なことで完全にヘコんでしまった。自分が
これほどまでに脆弱であったかと、あなたはがっかりして
いる。

でも、よく考えてみて欲しい。あなたは今の自分に自信を
失くしているのではない。今の自分にがっかりしているの
ではない。今までの蓄積としての自分に自信を失くしてい
るのだ。そのことに気づいてほしい。

だから、今この瞬間ここにいるあなたは、落胆する必要は
ない。過去に未練のある者だけが、いつまでも悩むのだ。

仕事の失敗にせよ恋愛の失望にせよ、あなたの現実はあな
たの期待通りにならなかった。それは、過去の自分のやり
方・あり方に間違いがあったか、あるいは、現実離れをし
た目標を設定していたかのどちらかなんだ。この事実をは
っきりと受け止めよう。

いかに冷静に過去から学び、そしていかにすばやく過去を
切り捨てるかが勝負だ。過去とは文字通り“過ぎ去ったこ
と”という意味だ。過去などカスに過ぎない。活き活きと
生きた日々のしぼりカスだ。あなたは本気だったはずだ。
夢中だったはずだ。だったら、それでいいじゃないか。結
果がどんなカスであろうとも。

まあ、しばらくは甘美な絶望感を楽しむがいい。それも悪
くない。でも、満足したら前へ進もう。

あなたは「これからの自分に自信がない」というが、それ
は当然だ。これからの自分の自信はこれから作っていくの
だから。あなたは今回の失敗で勝負が終わったと思ってい
る。だが、あなたの本当の勝負は、絶望のこの瞬間から始
まるのだ。今この瞬間のあなただけが、あなたの未来を決
定する。

何が何でも勇気を奮い起こせ！

失敗を知らないヤツは
失敗を怖れて新しいことができないものだ。

挫折を知らないヤツは
過去を捨てることができないものだ。

ときには新しい自分になるために、
過去の自信を叩き潰す必要もあるってことだよ。

まあ、今は何も考えずに休むがいい。
どうせすぐにインターバルは終わり
次のラウンドが始まるから。

次のラウンドではね、
新しい風が吹くよ。
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